
 
 
１ 研究主題 

自ら学ぶ力を育てる国語科の授業づくり 
～読みの学習を通して～ 

２ 主題設定の理由 
昨年度、本校では「自ら学びに向かう児童の育成～個々の児童に適した授業展開を通して～」

を中心に研究を進め、児童が自ら学びたいと思う「めあて」を設定し、振り返りを行うことで、自分

の学びの成果や課題を自覚したり、児童が自ら学びに向かったりすることができるであろうと仮説

を立てた。それにより、全学年で児童が学習のゴールを自分事として捉え、学習計画を立てる活動

が有効であった。低学年は基本的な学習習慣を身に付けるため日々の指導を繰り返し行い、正し

い鉛筆の持ち方を身に付けたり、全員が音読に参加したりした。中学年の学習計画立案で児童の

主体的な選択が生まれた。高学年は児童が自ら学習計画を立てることや、話し合いの柔軟な工夫

により、主体的な取り組みが実現された。 

物語文の学習では教材との出会いの工夫により、児童の「もっと知りたい」という意欲を高める

ことができた。説明文の学習では課題提示の工夫により、児童が根拠をもって説明する力が育成

された。また、音読と聞き方の指導により児童の相互理解が深まり、授業の振り返り記述を通じて

自分の考えが形成されるようになった。 

一方で、学習の内容や進め方については、教師が設定した枠組みの中で活動する場面が多く、

児童自身が学びの目的や方法を選択し、主体的に学びを進める段階には至っていないという課

題が明らかになった。昨年度の研究実践を踏まえて、「児童が自ら学ぶための読みの手だて【学習

計画を立てる】【学びの選択】 【音読】」を設定した。振り返りやまとめは、単元の中で適宜実施し

ていくこととなった。今後、単元ごとに「児童が自ら学ぶための読みの手だて」を工夫することに加

えて、学び方を選択させる授業づくりを工夫することを課題とした。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 研究の概要 

 

 

 



研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校の教育目標 
  ・考える子   ・やさしい子    ・たくましい子 

研究主題 

自ら学ぶ力を育てる国語科の授業づくり 

～読みの学習を通して～ 

＜高学年の目指す児童像＞ 

見通しをもち、自己調整しながら、自らの課題を解決できる子 

＜中学年の目指す児童像＞ 

自ら課題を見付け、目的意識をもって学習に取り組むことができる子 

＜低学年の目指す児童像＞ 

自分の思いを言語化して、伝えることができる子 

研究主題設定理由 

児童の課題 

研究仮説 

読むことの授業において、大原小が考える国語科学習の３つの要素として「見通しをもった

学び」「目的に応じた音読」「学びの選択」を意図的に組み込んだ授業づくりを行うことによっ

て、児童の自ら学ぶ力を育てることができるであろう。 

品川区の学力定着度調査の結果から 

・漢字の読み書きの定着率が十分ではない。 

・文章を正しく読み取る力や課題に即して考えを書く力に課題がある。 

 

昨年度、国語科の授業づくりに校内研究として取り組み、児童の主体性の低さが見られ、学

力に影響しているのではないかと考えた。教師が設定した枠組みの活動場面が多く、児童自身

が学びの目的や方法を自ら選択し、主体的に進める段階には至っていないという課題が明らか

になった。そのため、児童が自ら学ぶ力を育てることができるよう、研究を深めていく。 

 

主題を達成するための手だて 

見通しをもって学ぶ工夫 目的に応じた音読の工夫 
児童が学びを選択 

できる場面の設定 


